
国土交通省 北陸地方整備局

信濃川下流河川事務所 平 成 ３ ０ 年 ４ 月 ６ 日
取 扱 い ： 配 布 後 解 禁

や す ら ぎ 堤 リ ニ ュ ー ア ル ！！
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信濃川下流河川事務所では、利用者が気軽に安心して接することができる
川づくりを目指しています。昨年１０月から実施していた萬代橋から八千代
橋間の高水敷整備が完了し、新たな水辺空間としてリニューアルしました。
新潟市の桜の開花が発表される中、信濃川やすらぎ堤の桜並木も見頃を迎

えています。是非、皆様も足を運んでみてはいかがでしょうか。

信濃川やすらぎ堤において、国と新潟市が連携しながら、民間事業者による商業施設やミズベ

リングの取組等と一体となった魅力的なまちづくりを推進しています。
国（河川管理者）は、やすらぎ堤の高水敷に芝生保護材を整備する等、利便性を向上させます。
高水敷の芝生保護材は、災害等の緊急時に建設機械等の緊急輸送路として活用する予定です。

整備イメージ（萬代橋上流右岸）

高水敷整備

やすらぎ堤の桜も見頃です！

H30.4.5撮影

※一部、芝生養生のため立ち入りを制限しており、引き続き、ご不便をおかけしますが、ご理
解・ご協力をお願いいたします。



施工済

未施工

【工事内容】
○工事概要：右岸部 芝生保護 ３，１３０ｍ2

緊急車両用通路 ２カ所
左岸部 芝生保護 ６５０ｍ2

○新潟市のシンボル「萬代橋」に隣接した信濃川やすらぎ堤において、国と市が連携しながら、民間事
業者による商業施設やミズベリングの取組等と一体となって、水辺に更なる賑わいを創出することで、
川とまちが一体となった魅力的なまちづくりを推進しています。

○国（河川管理者）は、やすらぎ堤の高水敷に芝生保護材を整備する等、利便性を向上させ、更なる賑
わい創出を支援します。

○高水敷の芝生保護材は、災害等の緊急時に建設機械等の緊急輸送路として活用する予定です。

完成後のイメージ

２０１７年の出店状況

芝生保護材

信濃川やすらぎ堤かわまちづくり（信濃川下流） 工事概要
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信濃川やすらぎ堤かわまちづくり（信濃川下流） 工事概要

高水敷整備

坂路整備

【右岸側】 八千代橋から下流側を望む

萬 代 橋

施工済

未施工

高水敷整備により、災害時の緊急輸
送路としての利用の他、降雨時のぬか
るみ防止などの利便性を向上。

八 千 代 橋

高水敷整備

坂路整備により、災害時の緊急輸送
路としての利用の他、平常時のイベント
等における資機材搬入路にも活用。

2【右岸側】 上流側を望む



信濃川やすらぎ堤かわまちづくり（信濃川下流） 工事概要

八 千 代 橋

高水敷整備（国） 天端拡幅・舗装（新潟市）

【左岸側】 萬代橋から上流側を望む

八 千 代 橋

高水敷整備
（国） 天端拡幅・舗装

（新潟市）

高水敷整備

3【左岸側】 上流側を望む


